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代

の

「
生

の
哲

學
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と
し
て
の
経

済

哲

學

…

時

論

…

大

都

市

に

お

け

る

商

店
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の
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…
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シ
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セ

ロコ

コ

リ
ロ
　アコ
　

メ

ココ　

　

レ

コ

　し
コ

ロ
し
コ
ゆ
レ

　

ラ

ロ

ニよ
　
の
り　

コ
　

ロ

コ
ロニ
　コ
ノ

らエ

き

⊥

翫

σ

動

く

、

ノ

ン

ト

¢

詮

灘

¢

鼻
.篠

¢

の

析

は

杣

め

て

源

流

櫛

で

漆
.
る

.、

力

潤

試

F

を

"

び

て

盤

癬

灘
.旗

¢

(

描

爲

を

試

み

て

も

、

内

容

的

に

無

意

味

で

あ

る

。

然

し

、

こ

れ

と

殆

ん

ど

無

闕

係

に
試

み

ら

れ

た

言

署

⊆
巳

本

文
.

中

の

費

用

分

析

は

興

味

深

い

。

以

下

、

私

の

試

論

的

解

繹

を

加

へ
て

、

こ

れ

を

紹

介

し

よ

う

。

先

づ
「
客
観
的
攣
形

に
於
け
る
障
研

の
無

差
別
線
」

(蓼

一陣唱
窃

島
.診
9
談
話
コ
8
m
創
設

。
蕊
[国。
一雷

鳥
雪
・・
一聖

9

塁
♂
=
碁

二
c
諺

。
三
。6
【回器
・・)

「
完

全
攣
形
曲
線
」
(「

一断
器

評
㎝
寄
昌
㎝3
聲

"
[崩o
話

8
罫
胤
2
ゆω)

「
生
産
者

の
無
差
別
線
」

(囲跳

}お
コ
2

恥
げ
亀
蒙
器
コ
8

穿

鷲
o
砦
島
窪
こ

「
最
大
利
潤

曲
線
」
(冨

=
唱
σ
含

℃
一塁

げq
箋
乙

で
「含

[)
の
用
語

に
つ
い
て
そ

の
意
味
と
圏
式
表

示
と
を
絞

べ
る
事

よ
り
始
め
よ

う
。

コ

コ

今

或
る
商
品

A
の
量

a
を
以
て
商
品
X
が

x
だ
け
生
産

さ
れ
る
と
す
る
。

此
の
關
係

を
、

　

　

(一
割

目
)

×
訂
「
(ε

澤
q

翌
ゐ

(x)

で
表
は

し
、
更

に
そ
の
グ

ラ
フ
を
第

一
闇

の
曲
線

㌔
と
す

る
。
止
の
曲
線
儒
を
完

全
饗
形
曲
線

と

い
ふ
。

夫
故

に
完
全
墾
形
曲
線

と
は
、
亙
産
繭
轍

の
圖
式
表

示

に
他
な
ら
な
い
。
此

の
曲
線
儒
を
横
軸

㎎
(
a
を
表
は
す
)
に
準
行

に
長

さ
一
だ
け
右

に
移
動
し
て
得

た
曲
線
を
q
と
す
る
。
即
ち
曲
線

G
.は
方
程
式

帥
川
σq
(・)
+

　

の
軌
跡
と
す
る
。

同
様

に
左
方

に
長

さ
一
だ
け
平
行
移
動

せ
る
も
の
を
伍
等

々
と
す

れ
ば
、

一
般

に
曲
線
飾

は
方

程
式

(
HH
-
鴎
)

ρ

門

p
11
㈹
(
乙
÷
}

パ
レ
予
の
生
産
均
衡
論

策

四
十

二
巻

一
〇
九

三

第

六
號

一
ご
二
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パ

レ
ト
の
生
塵
均
衡
論

策
(

/
/

一
髪

7
色↓

グ

〆
4
〆
/

/7
多

多
/

/

」

/

4

ノノ
ノ

〆ノ

ー

圖第

第
四
十

二
巻

一
〇
九
四

第

六
號

=
一=
一

の
軌
跡

で
あ

る
。

パ

レ
ト
は
、
か
く

の
如
く

に
し

て
作

ら
れ
た
曲
線
q
を
指
数

-

を
有
す

る
障

害
の
無
差
別
線

と

い
ふ
。
此

の
指
数

が
疫

餓

億

凱邑
ロ)
を
意
味
す
る

事
は
後

に
知

ち
れ
る
。

(第

三
圖
参
照
)
。

パ

レ
ト
は
此
の
無
差
別
線

を
次

の

二
つ
の
型
に
分

つ
。
今
獲
形

さ
れ
る
財

△
の

数
量

を

一
輩
位
だ
け
醤
加
し
た
と
す
る
。
然

る
時

、

ラ

コ

依

生
産

物
×

の
増

分
が
遮
塒
的

で
あ

る
場
合
。

此

の
場
合
限
界
費
用

取
は
生

　

産
高

の
増
加

と
共

に
深
減
す

る
。

ラ

コ

"

生
産
物

X
の
増
分
が
逓
減
的

で
あ

る
場
倉
。

此
の
場
合
、
限
界
費

用

販
ば

ド
し

生
産
物
勲
加
と
共
に
澱
賭
す
る
。

吾
ミ
は
本
稿
に
於
て
は
第

一
の
倒
型
に
關
す
る
パ
レ
ト
の
叙
述
を
全
部
的

に
無

覗
す
る
。
何
者
、
此
の
如
く
費
用
逓
減
的
な
る
場
合
に
於
て
、
完
全
な
る
臼
由
競

争
の
下
に
均
衡
が
成
立
す
る
と
は
考

へ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
依
っ
て
考
察
を
第

二
の
⑮
型
に
限
る
。
㈲
型
の
特
色
は
残
る
範
囲
の
q

に
射
し
て
原
黙
を
通
る
如
き

切
線
が
存
在
す
る
事
で
あ
る
。
燭
に
封
し
て
切
線
が
存
在
し
得
る
聡
め
に
は
、
q

が
原
動

の
右
方

に
於

て

、
軸
と
交
は
る
事

が
必
要
で
あ
る
(
こ

れ
は

一
般
費
用

恥
の
存
在

に
同
じ
い
)
。今

こ
れ

ら
の
原
鮎

を
通
る
切
線
が
q

と
切
す

る

切
勘
を
結
び
、

そ
の
軌
跡

を
「
最
大
利
潤
曲
線
」
と
呼

ぶ
。
何
者

、
後

に
詳
述

す
る

で
あ
ら
う
如
く
、
此
の
曲
線

上
に
於

て
謂
は
ば

x
財

一
軍
位
宿
り

の

雫

均
費
用

〔げq
(.
)+
一〕
十
目

極
小

と
な

る
か
ら

で
あ

る
。
以
下
最

大
利
潤
曲
線

を
表

は
す

に
駄
を
以
て
す
る
。

(以

上
に

つ
い
て
は
第

一
圖
参

照
。
)

然

る
時
曲
線
欲

は
聯
立
方
程
式

(
=

。。
)

7
夷

3

+
州

蕪

綿

よ
り
一
を
消
去

し
て
得
ら
れ
る
方
程
式

の
軌
跡

で
あ

る
。

周
知

の
如

く
、
パ

レ
ト
は
欲
望

の
無
差
別
線

器
5
二
〇量

交
換
曲
線

(多

諄

琴

奇
談
Φ多
雪
σq
①」)

の
圖
式
表
示
を
用
ひ
て
二
個
人
間
の
二
商
品
の
交

σ



わ

換
を
分
析
し
た
が
、
生
産
の
問
題
に
關
し
て
、高

様

の
手
法
を
用
ひ
て
、

上
記
の
諸
曲
線
を
利
用
し
て
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
分
析
を
試
み
て
み
る
・
此

'
の
場
合
、
最
大
利
潤
曲
線
は
交
換
曲
線
と
同
様

の
役
割
を
瞥
む
。
先
づ
完
全
馨

畠

競
舅

前
提
の
下
括

馨

と

生
響

と
の
鶉

的
取
引
を

考

へ
る
。
次
の
想
定
を
置
く
。

　

清
費
看

客
。
ト

財
a

を
最
初

・,
有
し
、
そ
れ
を
A
だ
星

座
者

窯
二

・
長

b
、
そ
れ
を
以
て
厘
産
物
を

寿

げ
買

ふ
。

.

生
産
者

2一
。
聾

最

初
全
然
何
物
を

も
有
せ
す
、
生
産
財

を

A
だ
け
・
よ
り
買
ひ
、
そ
れ
を
用
ひ

て
財
萄
を
生
産

し

て

書

け
一

に
賣
る
・

こ

さ
て
今

阪
阪
を
財

の
儂
格

と
す
れ
ば
、
(
完
全
な

ろ
自
由
競

争
を
假

遣
し

て
み

る
か
ら
、

こ
の
も
の
は
新
興
と
婚
徹

さ
れ
る
。)

(
=
.
劇
)

り
≧
z-

穿

〉
㎞

平

目

非

で
あ

る
筈

で
あ
る
。
然
る
に
、

(
】H
."
)

は
讐

需
給

の
均

等
を
示
芝

過
ぎ
な

い
。
從

っ
て
此

の
籍

及
び
交
換

量

が
均
衡
量

で

φ

⇔
爲

め
に
は

そ

の
背

後

に
於

て

雛

　
、
-
の
均
衡
所
・府
量

(
・{=
=・
一1
と

は
一

に
と

つ
τ
汰
望

∂
雛
尺
萌
巳
Ff
租
ミ

る
　

、
気
茱
牛

第

二
、
2

に
と

っ
て
生
塵
高

㌦
は
極
大

な
る
利
得
を
與

へ
る
と

い
ふ
條
件

が
満
足
さ
れ
ね
ば
な

ら
の
。
然
る

に
、
第

一
の
條
件
は

「
均
衡

鮎

が
典

へ
ら
れ
た
債
格

7

,
剛ポ

に
慰
す
る

一

の
交
換

曲
線

上
に
な

け
れ
ば
な

ら

ぬ
」

こ
と

を
意
味
し
、
第

二
の
條
件
は

、
「
均
衡
鮎

が
2

の
最

大
利

潤
曲
線

上
に
な
け
れ
ば
な
ら

蹟
」
こ
と
を
意
味

す
る
結
果

に
な
る
。

之
を
要
す

る
に
、

此
の
場
合
馬

銜
駐
は
交
換
曲
線
と
最
大
利
潤
曲
線
と
の
交
鮎
に
し
て
、
(
F

δ

に
示
さ
れ
る
需
給

の
均
衡
の
條
件
を
満
足
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら

画
L
と

い
ふ
結
論

に
到
達

す
る
。
此
の
結
論

の
意
味
は
第

二
圏

に
よ
っ
て
明
瞭

と
な
る
。
以
下
第

二
圖

を
説
明
す
る
。

二
人

の
交
換

の
場

合
の
圖
式
表

示
と
同
様

に
、
軌

を
第

一
の
個
人

客
。
・
一
一
の
原

錨
、
α
一を
第

二
の
個
人

客
P

悼
・
の
原

黙
と
す
る
。
横
軸

を
以

て

禺

の
量
を
書

し
、
縦
軸
を
以
て
財
的
の
量

を
書

し
、
例
・
警

。
b
。墨

な
し
め
雨
人
の
取
引
を
同

一
蓋

吉

表
現
し
得
る
讐

す
る
・

ユ

ユ

5

♂

"

.・・…

は
・
の
欲
望

の
無
差
別
線
、
・.…

.O
亀

…

・.
は
障
碓
の
無
差
別
線

で
あ
る
。
此
、の
障
碓

の
葉

別
線

が
、
今

の
場
合

・
生
産
者
2

の
無

差
別
線

で
あ
る
事

は
後

に
見

る
如

く
で
あ

る
。

.:

...を
以
て
示
し
た
る
交
換
曲
線

は
偵
格

「
風

守

に
朦
す

る
も
の
、
帥
ち
縦
軸
と
成

す
角

の
正
切
が

℃
二

野

に
等

し

い
直
線

が
、

s
5・
認

…
…

と

切
す

る
切
貼

の
軌
跡

で
あ

る
。
舐

は
、
叙

上
の
仕
方
を
用

ひ
て

作

っ
た
最
大
利
潤
曲
線

で
あ

る
。

(最
大
利
潤
曲
線

は
領
格

と
無
闕
係

で
あ

る
。
)

今
櫨
と
交
換
曲
線
と

と
の
交

錯
を
P
と

す
る
と
き
、
此

の
鮎
P

は

パ

レ

ト

「り
生

産

柚
『
衛
四菰
珊

第

四
十
二
巻

[
〇
九
五

第
六
號

[
三
三

Pareto,Manuel・P・18;・P・lgo・ 渡 邊 ・久 武 、 「経 濟 學 へ の 撒 學 の 応 用 」(岩 波 講

座 、数 學)p.16-zo.に 止 の 猫 に 関 す る 説 明 が あ る 。 但 し、此 の 書 で8,jienuer

が 債 格 線 と 呼 ば れ る る 。 叉 交 換 曲 線 は 需 要 曲 線 の 名 の 下 に 説 明 さ れ て み る 。
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H
H
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一件

3
1

ず
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U
F
M
M
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唱

-m，

門

(
K
F
)
F

い
ふ
さ
詩
U

〔

(

町

)
h
t
-
F
U

生
産
者
に
封
し
で
は
止
の
動
P
が
輿
へ
る
生
産
高
は
仏
1
に
於

τ
X
財
一
単
位
常
り
の
平
均
賀
加
を
品
開
小
な

ι

従
っ
て
此

ω一
生
産
高
は
生
産
者
に
と
っ
て
械
大
な

な
る
闘
係
式
が
満
足
き
れ
て
ゐ
る
。

し
め
る
。
現
代
的
に
云
へ
ば
、

V

勺
な
る
生
産
高
に
於
て
、

限
界
生
産
賀
と
生
産
物
倒
格
等
し
く
、

る
利
潤
を
奥
へ
る
。

此
の
事
を
説
明
し
よ
う
。

慨
惑
の
知
〈
、
(
常
第
一
一
一
闘
参
照
)
賓
際
生
産
者
は
F
H
に
沿
っ
て
生
産
会
行
ふ
。
今
九
を
遁

h
J
3
3
に
平
行
な
る
直
殺
が
rv
と
交
は
る
却
を
九
と

第
問
十
二
巻

一O
九
六

第
六
披

1'4 

(
-
f
u
)
 

E
m
y
p
u
h
p
 

-
E

，

t
M
 

合
満
足
寸
る
も

ω
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ね

Q

然
ら
宇
ん
は
、

件
(
『
H
U

串

)
e
T
満
足
し
得
引
で
あ
ら
ヲ
。
(
換
言
す
れ
ば
、

知
y
は
均
衡
山
保

か
、
る
い
札
附
帥
ド
」
4
v
-

主九一
、"

生
宇
る
如
き
償
給
、
成
び
ほ
ぞ
れ
に
脹
干
る
交
換
曲
線
が
不
在
せ
ね
ば
な
リ

山
。
)P

よ
り

C
1
J

2 I'M 
ν) 11 

に
市
釈
を
ト
し
、

[
川
町
ー
は
需
要
ほ
匹
、

2 
し')

庄
!宮l

'l' 
7丁、そ
す 山
。足

( )円M を
ti 九I

> 
1)') す

A る
け。

供?!.~
:倫る
民日寺

-
1句

b
E
f
~

，
、
。

n
F
1
a
m
E
5
'
μ
1
y
q
J
s
'
 

第
二
一
闘
に
於
一
工
ば
、

同
型
形
は
山
司
会
費
形
曲
線
上
に
於
で
な
さ
れ
や
し
て
、

指
数
I
含
有
す
る
無
差
別
級
I
に
於
て
な
き
れ
、

従
っ
て
1
ω

ロw
J
H
ι

ロ

闘

て産
明者
;J ~ ¥ご
市商

めへ
るめる。。

山
川
戦
が
ペ
ム
走
者
一

ω利
盆
を
意
味
す
る
事
は
第
一
一
-
一
闘
に
よ

き
て
、
紋
上

ω
如
〈
に
し
て
定
め
ら
れ
た
第

る
。
貼
F
ぽ
債
格
-
w
M
u
-
v
p

一
闘
山
針
P
は
均
術
財
7

・ぁ

に
際
や
る
交
換
山
線
上
り
鮎
で
あ
る
か
巴
、
此

ω
蜘
に
於
て
消
費
者

ω
均
衡
が
成
立
し
、

を

3)"夫故に、障害ω無差別棋は亦生産省ーの無差別机である。 mし、此の場合l-Lpt
者が一人に 1\沢られる事が前提 ~Hてゐる。
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z,,x,

＼ 、1
_よ て㌧

コ

(:qこ.
、「幽こ=蚕

＼

三悪藩
圖 第

q

す
れ
ば
、
凡

に
於
げ
る
曲
線
儒

の
切
線
は
、
q

は
%
を
平
行
移
動
し
た
に
過
ぎ

粗
が
ら

,

に
於
け
る
曲
線
・
の
切
線

に
歪

茅

の
る
.
・
ち
題

は

半

-

・期

即
ち

(
=
-
ご

《
夢

こ

』
.』
-判

:

口
u

陶
響属

ラ

。
b
・
U
.を

探
る
.』
と
に
よ
b
て
楚

き
れ
、
方
程
式
ω
蟻
.

蚤

ア

・
1

葺

餐

・3

な
る
関
係
式
に
よ
り
て
蜷

さ
れ
、
方
程
式
働
は
均

.

衡
鮎

が
完
全
痩
形
曲
線

上
に
あ

っ
て

>
11
卑
×
し
な
る
宴

に
よ

っ
て
満
足

さ
れ

て
み
る
。
天
赦
に
、
既
達
を
参
照
し
て
、
第

二
固

は
生
産
均
衡

の
縮
圖

で
あ
る
、
と

い
ふ
事

が
出

来
よ
う
。

最

後

に
競
争
の
作
用
を
考

へ
る
事

が
淺

っ
て
み
る
。

以

上
に
於
て
は
生

産
者
が
唯

一
人

で

あ

っ
て
他

に
競

争
者

は
存

し
な

い
と

假
定

さ
れ

て
る

る
。
武

の
假

廻
の
下

で
は
最
初
第

三
固

に
於

て
示

し
た

即
く
、

星

座
者
は
消
費
者

よ
り
生

産
財

一
軍
位
を
謂
は
ば

塁
筈
。三
窪

し
得

た
。
然

し
他

に

競

事
者

が
現
は

る
る
な
ら
ば

、
此
事
は
最
早

不
可
能
と

な
る
。

パ

レ
ト
は
此

の
競

争
の
作
用
を
次

の
観

鮎
よ
り
見

る
。

第

一
、
生

産
者
が
唯

一
人
な

ら
ば

上
記
の
障

僻
の
無

差
別
線

は
同

時
に
生

産
者
の
無

差
別
線

で
め
る
が
、

競
艇
者

の
出

現

は

一
つ
の
障

碍
を
意
味

し
、
生
産
者

の
無

差
別
線

は
攣
位
を
受

け
る
。
例

へ
ば
、
競
争

者
が
能
力
相
等
し
く

二
人
存

す
る
な
ら
ば
、

他

の
事
情

に
し

て
攣
化

な
き
限
う

、
利

潤
は
半
減

す

る
。

パ

レ
ト
の
生
産
均
衡
論

.

な

る
關
係
を
満
足
す
る
。
此

の
關
係

式
は
生
産
者
の
利
潤

、
一ノ
メ
⊥

『
9

が
極
大
な
る

爲

の
條
件

で
あ

る
。
即
ち
、
鮎
P

、
從

っ
て
臨
一が
示
す
生

産
量

㍉
は
與

へ
ら
れ

た
る
偵

格

の
下

に
於

て
生
産
者

の
利
潤
を

極
大
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
此

の
事
は

パ
レ
ト

の
　

の
系
統
を
引
く

調
茸
つコ
。
』
ざ
三
コ
認
四
鼠

の
圏
式
表
示
を
用

ふ
れ
ば
、
そ
の
意
味

}
暦
明

の

モ

ヘ
コ
　
も

と

ト
く
み

ロぼ

し
ロ
こ
く
ニ
た　

ヘロ

ナ
リ
　

もヘ

ヨ
ほ

き

ロ
　
　
　

蛎

と

自

11
、

彦

礁

圃

桂

樺

沈

覇

丹

話

と

α
騨

係

も

見

易

く

な

る

ζ

今

深

く

立

べ

ら

刀
G

箒

二

圏

.国
於

τ
、

蹴
口
・㍉
か
砿
均

鮮
㍗貼

」
.L

主
砲
断

こ
利

闘

㍗
臨

.
、、
る

」
,暇

㌧巳

ノ
こ
,戸
・

謝
.

際

自

由

競

争

は

利

潤

を

消

滅

せ

し

め

る

か

ら

、

均

衡

鮎

は

完

全

攣

形

曲

線

上

に

來

ね

ば

な

ら

ぬ

。

・。、
れ

を

圖

示

す

る

爲

め

に

は

、

第

二
圖

に

於

て

、
⊆

を

し

と

,

q

を

魅

と

、

ラ

:
・:
.考

へ
れ

ば

、

一
先

つ

目

的

が

達

せ

ら

れ

る

。

然

る

時

、

【
般

均

衡

の

方

程

式

M

は

(

第
四
十
二
巻

一
〇
九
七

第
六
號

一
三
五

Barone,Grun(1z口geliertheoretischen:きlatlonal6konomie
.

Manue五 白1色ment・i・ed'6c・n・mi・p。litiq・e,1・ ・.57,

例 へ ば 、 ∫uanRobinson,Theory ・fim..P・rlヒ ・t
.c・mp・titi・ 孤児 よ

。

S.25.Boninsegni,

rp.z6.p・94・ を

勾

9



パ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論

策
四
十
二
巻

一
〇
九
八

第
六
號

一
三
六

第

二
、
生
産
に
於
け
る
競
争
の
本
質
的
特
徴
は
生
塵
者
敷

の
蜷
動
と

い
ム
瓢
に
存
す
る
。
即
ち
生
産
に
於
て
損
害
を
蒙
る
も
の
は
競
争
よ
り
退
き

有
利
な
所

に
は
新
し
い
競
争
者
が
現
は
れ
る
事
で
あ
る
。
斯
一
の
や

に
し
τ
、
競
争
は
生
産
者
を
し
て
叢

正
な
る
領
域
よ

り
完
全
憂
形
曲
線
上

に
追

ひ
や
ら

ん
と
す

る
傾
向

を
有

す
る
。

然

ら
ば
、
此

の
競
争

の
結
果
如

何
な
る
鋤

で
均
符

は
成
立
す

る
か
。
パ

レ
ト
ば
日

ふ
。
一

極
大
利
潤
曲
線
及
び
完
全
攣
形
曲
線
が
恰
度
交
換
曲
線
上
で
交
は
る
事
は
あ
り
得
な
い
。
交
換
曲
線
が
最
大
利
潤
曲
線
と
交
は
る
職
と
、

完
全
轡
形

曲
線
と
交
は
る
灘
と
が
互
に
相
異
る
限
り
に
於
て
は
、
均
衡
は
交
換
曲
線
と
最
大
利
潤
曲
線
と
の
交
簿

於
て
集

る
。

然
る
に
・
生
産
者
は
此
の

罰

に

於

て

は

利

益

を

有

す

る

か

ら

、

他

に

競

争

者

が

現

は

れ

る

。

即

ち

、

最

大

利

潤

曲

線

が

炎

換

曲

線

と

交

は

ら

ぬ

ま

で

、

他

に

巫

産

者

が

出

現

す

る

o

戸

ノ
、

〔

勾

醇

.
↓
帆
恥
鴫

奥

h

山
肌

二
7
"
愚
.
莚

4
.'
騎

旋

:

)

鴇
に

古

[じ

降
臨

一F
ご
-

'
J
o

ヒ

)

F
ヴ

㌧
i
、

閉己

}

b
k

ア
ニ

噌
.一
一、

,

ー
コ

.

」
訴

r

唖
晰
御

、
じ

巧
.
畢
丁
口

唱
荊

1
(
よ
フ
考
一
新別
5
並
川
.日

出
群
さ

0

中
角
.酬
轟

17
.
一
膳
、「

」
、
.日
q
.
7
聰
.

」
∫

0

』
膨
ノ
「

蹴
別
箇
廿

に

冠
刀
』
1
て

,
〃
、記
ー

セ

リ

ペ

ノ

ト

り

し
ヒ

ほ

ぼ

　り

び
　

い
ゑ

レ

き

ふ

レ
へ
　ん

ニ

せ

ゴ

ご

ン

ナ
む

ご

タ

コ

　ゴ

ラ

　　

ま

じ

り

ヘ
二

二
も

ア

ニ
　ニ
ニ

ニ
こ

ご

タ

と

　

ロご
ニ

ド

り

こ

ユ

ユ
ー

・
.

・し
三
ーー

メ
・巾
メ
、
ゴ

距

・,
,」

ε

巨

し

見

方
フ
{

{

…
舟

懸
鍵

o
↓
・濯
.ヲ
窪

一生
屡
だ
郷
渦
寸
伯
仲

と
し

一
・ワ
肇
.痔
濯
捧
済

存
在
理

由

が
叢
に
明

か
に
せ
ら
れ

る
。
即

ち
生
産
物
債
格

が
平

均
費
用

に
等

し

い
事
、

こ
れ
が
、
生
捧
物
及
び

生
塵
財

の
領
格
が
輿

へ
ら
れ
た
場
合

、
企
業

に
於

け
る
生
産
高

を
決
定
す

る
事
情

で
あ

る
。

此
の
場
合

、
利
潤
が
極
大
な
る
薦

め
に
は
、
生
産
物
慣
格

に
限
界

生
産
費

が

一
致

す
る
ま

で
、
生
産

物
鍛
量
が
増
加
さ
れ
ね
ば
な
ら

阻
、
と

い
ふ
事
情

は
充
分

に
顧
慮

さ
れ

て
る
な

い
。

パ

レ
ト
は

此

の

グ

ラ

フ
ィ

カ

ル
な

分

析

と

卒

行

に
、

此

の

問
題

を

亦
解

析

的

に
論

じ

て

み

る
。

此

の
研

究

を
論

ず

る

に
當

り

、

先

づ

パ

レ
ト
の

「
幅
利

性

の
極

大
」

(窓
p
×
ぎ

=
∋

ユ
.。
℃
ま

冨
三
門傷
)
の
定
鯉

を

説
明

し

、

進

ん

で

そ

れ

と

均

衡

概

念

と

が
今

の
場

合

本
質

的

相

違

を
有

し
な

い
こ
と

を
救

ぶ
べ
き

で
あ

る
が
、

藏

に
は

そ

の
煩
を

避

け

る
。
即

ち

、

顧
利

性

極

大

條

件

と
均

衡

成

立
條

件

と

が

全

く
異

ら

蹟
も

の

と
し

て
議
論

を

進

め

翻
。

均

衡

が

成

立

す

る
薦

め

に

は
、

各

企
業

に
於

て

、
無

利

潤

な

る
事

が

必
要

で
あ

る
。
此

の
條
件

は

、
企

業

の
責

コ

上
山、同

と

総
生

産

費

と

の
均

等

で
あ

る
。

今

便
宜

上
X

財

を

生

産

す

る
企
業

を

と

っ
て
、

こ

の
事

を
藪

式

的

に
表

現

〔

す

れ
ば

6)

7)

Manuel,P.354・

PaTeto,Manuel,P,

212.

168じt昌ulv.Z:ユwadzki,Le旨1nヒ1.11h¢maUくlucsappliqu6じ 旨,p.
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(
月

り
)

h
野

α
×

一

、
消

門

O

O

で
あ

る
。
然

る
に
、
假

に
此
の
條
件
が
満
足
さ
れ

た

に
し

て
も
、
更

に
若

し
生
産
高
を
増
加

す

る
こ
と

に
依

っ
て

企
業
が
利
潤
を
獲
得

し
得

る
な
ら
ば
、
帥
ち

,

・郎

高

竃

×
-
♂
高

言

×
」
・
。

な
ら
ば

、
企
業
は
生

産
高
を
増
加
す

る
結
果
均
衡

は
成
立

し
な

い
。
失
政

に
均
衡

に
於
て
は

、

畿

「

嘱

■
-
1

刺
.

開

.

.

.

'
一
り

一

一

ご

〔
始

〆

一

笥

ー
ー
毛

炉

一4

よ

×

…

封

⊃

`

ト
,

「

ζ

e

」

即

ち

、

(
戸

一〇
)

P

H
斜

.

な

る
関

係

が
満

足

さ

れ

ね
ば

な

ら

鴎
。
帥

ち

、
均

衡

状

態

に
於

て
は
、
↓

生

産
物

債

格

は

李
均

生

産

費

に
等

し

、

く

と

ρ
ポ

柴

牛

D

也

こ

・

⇒

↑
二
窒

勿

度

各

よ

艮

馳

ヒ

葦

受

=

鉾

ノ
、

:

、

卜匙

ヒ

'
一

二

」

　

)

[

":

、

さ

馬

』
仁

タ

カ

潅

π

さ

彫

て

柔

る

こ
と

力

必

一

.
f

イ

(
f

-

C

∠
.遊
斗

嶺

季

一
置

場

ξ

彦
窪

一
年

し

要

で

あ

る

。

此

の

主

張

は

自

明

に
近

い

。

所

で

パ

レ

ト

は

此

の

條

件

に
聞

し

て

次

の

態

度

を

以

て

こ

れ

に
臨

む

。

曰

く

、

此

の

二
條

件

は

爾

立

し
難

い

、

と

。

そ

の
理

由

と

す

る
斯

は

次

の
如

く

で
あ

る

。
一

(葺

頓
)
の
左
邊

は

[ゾ

×

1
♪

は
一

一

鋭

二
×

〔〕

パ

レ
ト
の
生
産
均
衡
論

第
四
十
二
巻

一
〇
九
九

第
六
號

=
二
七



.ハ
レ
ト
の
生
産
均
衡
払
鯛

第
…四
十
一
一巻

一
一
〇
∩
》

築
山ハ
號

一
=
∵
八

と

な

る

が

、

若

し

一
般

費

用

な

く

潮
。呂
H
O

な

ら

ば

、

こ

れ

よ

り

、

7

鴎
メ

が

得

ら

れ

る

け

れ

ど

も

、

若

し

一
般

費

用

が

存

在

す

れ

ば

、

(
戸

]
.一
)

ア

×
悶
♪
瀕
+
♪

×

と

な

る

(
と

パ

レ

ト

は

日

ふ

"
"
)
。

故

に

こ

れ

は

最

早

(
F

δ

)
と

は

同

時

的

に

は

成

立

し

な

い

。

換

言

す

れ

ば

、

債

格

が

李

均

費

用

に
等

し

け

れ

ば

、

限

界

費

用

に
等

し

く

な

い
。

此

の
室

張

は

如

何

に
見

ら

る

べ
き

で
あ

る

か
。

現

代
費
,用

論

の
敏

ふ

る
所

に
依

れ
ば

、
1

.

一
、
平
均
費
用
が
遮
降
的
な
範
園
に
於
て
は
限
界
費
用
は
平
均
費
用
よ
り
も
小
ア
、
あ
り
.

平
均
費
畑
が
遊
昇
的
な
範
園

に
於
て
は
限
界
費
用
け
平

均
費
用
よ
う
も
大
で
あ
る
。

二
、
牛
均
費
用
曲
線
(生
塵

局
の
函
数
と
し
て
の
畢
均
費
用
の
グ
ラ
フ
)
が
若
し
U
字
型
な
ら
ば
、
以
上
の
濠
則
の
結
果
、
平
均
費
用
細
小
な
髄
に

r

於
て
、
平
均
費
用
曲
線
と
限
界
費
用
曲
線
と
相
交
は
る
。
(第
四
圖
参
照
)

　↓

費用

第四圖

如
く

の
如
く
、
孕
均
費
用

と
、
艮
界
費
用
と
は

一
段
し
醇

る
。
若
し
比

の

李
均
費

用

に
等

し
き
限
界
費
用
と
債
格
が

一
致

す
る
な
ら
ば
、
上
記
の
均

衡
成

立
の
二
條
件

は
両
立
し
得

る
筈

で
あ

る
。

此
の
場
合

一
般
畳
用

が
支

ら

排

は
れ
得

る
こ
と
は
明

か
で
あ
・る
。

然

ら
ば

、
パ

レ
ト
の
誤
謬

は
何
庭

に
由
來
す

る
か
。
限

界
費
用
は

一
般

に
生
産
高

に
從

っ
て
動
く
。
限
界
費
用

が
常
数

で
な

い
以

上
、

8)此 の鮎 高 田先 生の教示 に負ふ。



曹

ど

ハ

鴇

♪

α
×

十

♪

一

色
×

(
口
♪

×
)

O

O

で
あ

る
。
即

ち

、

一
般

に
は

、

(一」

　こ
)

は

謬

り

で
あ

る
。

依

っ
て

、
上

記

の
二
條
件

は
、

パ

レ
ト
の

云

ふ
如

く

ぎ
∩
o
ヨ
で
跳

三
①

で
あ

る

と

は
見

難

い
。

以

上

に
於

て
書

く
は

パ

レ
ト
の
費

用

分

析

の
大
要

を

紹
介

し

た

。

最

初

、

企
業

の
均

衡

に
關

し

て
極

は

め

て
不

充

分

な
分

析

し

か
示

さ

顧
如

く

に

見
え

た

バ

レ
ト
も
、

今

や

そ

の
費

用

分

析

に
關

し

て

は
可

成

り

に
豊
富

な

内
容

を

展

開

す

る
。

特

に
、

均
衡

貼

を

最

大

利

潤

曲
線

と

交

換

曲

線

と

の
交
鮎

と

し

て
把

撮

し

た

こ
と

は

意

味
深

い
。

現

代

の
費

用

論

は

軍

に
企

業

内
部

の
分
析

よ
り

あ
ま

り
抄

く

を
出

で
ざ

る
歌

態

に
あ

る
が

,
進

6
1
で
均
衡

黙

の
決

定

を

消
費

財

需
要

の
構

造

、

生
産

財
需
給

の
構

造

と
關

嚇

せ
し

め

よ

う

と
す

る
限

り

、

此

の

パ

レ
ト

の
分

析

方
法

が

顧

み
ら

れ

て
然

る

べ

き

で
あ

る
。

三

企

業

の
均
衡

は
、
與

へ
ら

れ
た

る
條
件

の
下

に
於

て
、

利

潤

の
極

大

な

る
所

、
即

ち
限

界
費

用

が

生

産

物

偵

格

に

等

し

い
所

に
成

立

す

る
。
從

っ
て

、
生

産

の

一
般

均

衡

は

生

産

物
債

格

イ

ク
オ

ル
準

均
費

用

イ

ク

オ

ル
限

界
費

用

な

る
鮎

に
於

て

、
記
號

的

に
は

、

(
一一一L

)

ア

ー1
斜

ーー
♂

"

亭

四
♪

擢
甲
㌦

・:
…

・・

パ
レ
あ

生
産
均
衡
論

第
四
+
二
巻

=

〇

一

第
六
號

一
三
九



パ
レ
ト
の
品
産
均
衡
論

第
四
十
二
拳

O 

第
大
就

J!.LJ 

O 

な
る
鈷
に
於
て
の
み
成
立
す
る
o

此
の
命
題
は
以
上
の
展
開
に
よ
り
肢
に
明
か
で
め
る
の
み
で
な
く
、
現
在
で
は
極
め
て
多
く
の
患
者
仁
よ
り
て

支
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
私
は
此
の
命
題
を
手
懸
り
と
し
て
〆
レ
ト
の
生
産
均
街
論
を
次
一
の
如
く
批
判
す
る
。

『
今
生
産
均
衡
の
成
立
の
必
要
保
件
と
し
て

輿
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
生
庭
物
使
格
n
N
b
h
-
:
生
産
高
X
Y
Z

r-、
ー] -
..... 
、ー./

を
と
り
入
れ
る
'
と
き
は
、
生
産
財
債
格

h
n
m

-
:
さ
へ

は
止
の
僚
件
に
よ
り
生
産
側
の
事
情

rけ

か
ら
決
定
3
れ
て
し
土
ふ

U

荒
田
え
制
η
v
C邸中

izvv川

J
l
ト
仁

E
オ
d

ぽ

4
5
9
P
E
/
:
ノ

3
2
t
L
i
'
H
W
よ

1

1
4一
イ
ド
じ

z
f
G
』

j7
式

f
b
tん
注
目
古
本
14u哨
-Ir--4μ
到
J
l
f
、

u
t

〆

l
7
4
4

換
言
す
れ
ば
、
方
程
式
の
裁
は
、
未
知
数
の
扱
よ
り
も
恰
度
生
産
物
の
種
類
の
数

m
だ
け
多
い
結
果
と
な
る
。
卸

ち

0
5
E
m
H
R
E
E叶

g
g回
を
生
や
る
o』

此
の
後
の
命
題
を
詮
明
し
よ
う
。
簡
単
の
錦
一
つ
の
産
業
に
一
つ
の
企
業
し
か
な
い
と
偲
定
し
て
、

-」

園
教
が
普
通
の
形
で
輿
へ
ら
れ
た
と
す
る
。
便
宜
上
ぴ
財
生
産
部
門
そ
と
っ
て
論
や
る
。
然
る
時
、
先
づ 且

つ
生
産

(
-
H
F
ω
)
 

K
H岡山，
(
P
Y
p
-
-
)

a
b
c

は
財
閃
を
X
だ
け
生
産
す
る
に
要
す
る
財
幻
一
月
間
の
畳
で
あ
る
。

「
f
L
r
1
L

奥
へ
ら
れ
た
る
生
産
財
債
格
仏
仏
:
:
・
の
下
に
於
て
、
総
生
産
費
極
小
の
魚
の
僚
件
は

で
あ
る
。
こ
れ
に
於
て
、

(
-
H
F
U
)
 

"，1"， 

白|明

"" '" σi司

QI[ 己 J

"'1司

11 

""' 
同
】

συ

℃。

で
あ
る
02) 

，....、
ド『

企.:J
」〆

(『口・

ω)
ト
」
串

h
リ
、

例へば、 Eamne，Grundzuge der theoretischen 汗nti(1nolokonomie，p. 28 
宇 19叩， An Analrsb of Sllpply， Econou】icJnumal， 1928， p. 243 を見よ。
此の詮明に閲しては例へばVユナイグアの絞主l~ 't'見巴れ度い。 (Schudder. a. 
a. Q S. .6.)殆ん E誌も法定してゐない事ではめ石が、(1lI.3)は費用撤小の
鴛の必要傑f牛でしかなL、。此の僚件が充分でみ E 然に(:1:、 ~pも費用肱小曲線
が穿在し得る免には、(従って亦紋上の意味lこ於て~1:用を生産高のみの函数

2) 



6

(
日

-
A
)

麟
11

只
×
ご

σ
11
げ
(
×
ご

6
"
6
(×
ご

…

…

を

得

る

。

こ

れ

は

所

謂

「
費

用

極

小

曲

線

」

(
茎

巳
已
巴
犀
。
・。
訂
三
一三
。
)

の
解

析

的

表

示

(
生

産

高

を

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

と

す

る

そ

れ
)
で
あ

る

。

然

る

に

総

生

産

費

は

、

(に
㌍

O
)

」
、
凶
H

,
十
噂
7
σ
十
℃
。
O
十

:
:
;

で

あ

る

か
ら

、

此

の
「
費

用

極

小

曲

線
」
上

で

は

総

生

産

費

は

た

だ

生

産

高

の

み

の
函

数

と

な

る

。

こ

れ

を

、

(
目
押

⇔
)

笥
図
"

為
凶
(
×
)

;

ずご
:

「
)

8
=
転

"

=

為
4
へ
×
"

山
嶺
唱
へ
×
"

ー

ー

」、、

』

:
ー

ー

●
¶重

て

法

摺

す

、

建

議

に

よ

り

貼
、
・
臼
.
.
.ズ

.
唄
♪

H

鮎
×

,

で

勘

る
、

撚

る

に
、

最

初

の
命

運

に

よ

り

、

生

産

均

衡

成

立

の

必

要

條

件

の

一
つ

と

し

て

此

の

企

業

に
關

し

て

、

(亭
　
ア
陛
塗

咽
8

血
鳶

(
×
)

{'甲

11

曳

コ

な

る
關
係
式

を
得

る
。
生
産

物
X

の
単
位
債

格
並
び
生
産
高

の
均
衡
状
態

に
於
け
る
値

は
此

の
二

つ
の
方
程
式
を

〔

ラ

満
足
す

る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
換
言
す

れ
ば

、
取

の
二
方

程
式

に

依
り

取
及
び
X

の
均

衡
値

が
確
定
す

く

る
。
此
の
場
合
、
勿
論
生
産

財
慣
格

は
所
與

と
し
て
前
提

さ
れ

て
る

る
。
失
政

に
生
産
財
債
格

さ

へ
與

へ
ら

れ
れ

ば

、
生
産

側
の
事
情

の
み
よ
り
し
て
、
生
産
物
慣
格
及
び
生
産
高

が
定
ま

る
、
と
云

ふ
こ
と

が
出

來
る
。
此

の
こ

と
は
或
ひ
は
、

パ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論

第
四
十
二
巻

一
一
〇
三

第
六
號

一
四
一

と看 做:し得 る爲 には)、 所 謂 生産函藪(HLの が…定 の條 イ牛を満 足 せねば な
らぬ。此 の錨 よ り限界 生 産ヵ説 の前提 を検 討 す るこ とは興 味 あ るこ とで あ ら

う。



パ
レ
ト

ω
生
産
均
衡
論

第
四
十
二
谷

O 
I!-'I 

第
六
抗

四

V
内

H
M
(七戸
τ

宇

、、J

-
V
M
H
F
(
p
-
勺
ew

) 

「」

な
る
方
程
式
で
表
現
し
て
も
卦
注
文
へ
な
い
。
以
上
は
X
財
の
生
産
に
つ
い
て
の
み
論
じ
た
の
で
あ
あ
が
、
会
t

、同

F
1
6
L
 

「
J
1」

様
の
こ

k
が
、
そ
れ
以
外
の
尉
Y
Z
-

を
生
産
す
る
企
業
に
闘
し
で
も
云
ひ
得
る
筈
で
あ
る
。

「
L
r
L

次
に
方
程
式
の
数
と
未
知
数
の
敷
と
を
比
較
し
よ
う
。
以
上
の
説
明
に
於
て
吾
ミ
は
一
一
般
均
衡
の
方
程
式
的
問

r也、，
e
k

川
町
町
の
中
、

m刊
を
使
用
し
に
の
み
で
あ
る
。
然
る
に
、
他
方
に
於
て
未
知
毅

/
『

¥
'
t、
，

，

、

〆

(

¥

ー

コ

旬
、
』
丙
ヨ
冊
、
い
円

>~: 

......1 

は
決
定
さ
れ
た
。
故
に
方
程
式
の
数
が
未
知
鍛
の
致
よ
り
も

m
佃
だ
け
多
い
こ
と
、
次
表
が
一
不
す
如
〈
で
あ
る
。

b十

封ト

詮

野

誠

ph 

(
〉
)

(ヨ
+
=
!
H
)

屯

V
内?}、

τ

釦】司

σ』切

u
p
Q
J
w

・
:
(
ロ
】
+
=
)
も

ヘ
剖
ハ
》
〆τと

"'， 

凡
J
F
W

』
由
、

-H 

(
冨
)

F
J・
}
}
さ

:
E
-

ロ

ドー

E
+
ロ

( 

:司
) 

』ー

~ 
揮

{
ヨ
十
ロ
)
屯

+
g
+
ω
=
l
F

(
ヨ
+
口
)
屯
+
ゅ
=
l
H

葱
で
吾
ミ
は
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
の
限
界
生
産
力
説
に
鮪
れ
で
置
か
う
。
そ
れ
は
周
知
の
如
〈
生
産
係
数
一

ω決
定
の
理
論
と
し
て
生
産
均
衡
論
eT

4

刷
出
九
す
る
者
で
み
品
。
が
、
以
上
の
紋
遁
と
は
多
少
異
る
方
法
ア
展
開
さ
れ
、
然
も
限
界
費
用
と
の
闘
係
が
た
だ
暗
黙
の
う
ち
に
鮪
れ
ら
れ
て
ゐ
る

に
過
ぎ
ね
監
に
於
て
普
ミ
の
考
察
を
要
求
し
て
ゐ
る
。

ワ
ル
ラ
ス
は
続
生
産
費
で
は
な
く
、
平
均
費
用

Leon Walras， Elements， p・373-376・p.56 p. '93安井琢瞬、「純粋経怖感と
領格の理論」経済撃論集、第三谷、第九放、及び附l晶論文(特に、 p.5D以下J
栗付雄吉、前掲論文、 p.193以下

3) 
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(≡

・
呵)

ぽ

ー

ヰ

(早

客

+
㌘

・
+
…

…

↓

`

極
小

の
條
件
を

求
め
る
。
(一一「・
卜。
)
を
参
照
す
れ
ば
、
此

の
結
果
は
、

(
員

。・)
佃

訂

」
一

い
粍

n

』
F

…
陪

目

』
p

∵

…
...…
:

O
口

叩
劉

q
ロ

㏄
H

O
O

ロ
因

と
な

る
。
若

し
領
格

が
平
均
費
用

に
等
し

い
な
ら
ば
、
止

の
関
係
式
は
書
改
め
ら
れ
て

(・
目
・
り)
蠣

-

外

・
串

-

昨

・
幽

-

申

・
…

・・…

と

な

る

。

(
胃
拶

Q。
)

(
叉

は

(
高

訓

　〕)

よ

り

取
(
叉

は

隊
)
を

浩

表

す

れ

ば

(
剛
h嗣
-
㏄
)

と

同

㎝
の
方

程

式

を

得

る

。

ワ

ル

ラ

ス

に

依

れ

ば

,

犠

縞
瑠
M
)

(
罰
訓

…ご

に

よ

り

栄

知

蹴

た

る

生

産
.係

数

が
夫

定

さ

紅

る

。

折

で

比

D

島
ロ
.
S

ま

質

培

ジ

平

均

異

判

こ

写

し

い

の

み

な

ら

牛

、

叉

限

界

費

用

に

も

等

し

い

事

の
轍

墨

畝
、劣
.現

で

あ

る

と

見

得

る

。

何

者

・

ハ
E

圃
…螂

に
於

て

、

O
閃

①
一
・。

O
.[
、

ゾ

コ

　

ノ

コ
ゴ

ノ

コ

剃
.

町

..

℃

d

『

一

剛〕
剛・
,
申

剖

軸

11

一』。

♪

・
…

.

.
…

・
:

と

置

け

ば

、

(
自
明
・
ε

を

用

ひ

て

ソ
ー-
　

"
身

な

る

結

果

が

得

ら

れ

、

從

っ

て

(
に
【

・
¢
)

は

冴

11
身

な

る

關

係

を

暗

獣

の

馨

讐

鷺

叫報

藪

諜
墾

ダ
鴛

総
難
趣

舞

講

雛
懸

讐

+

、..鹸
㌍　一報

い
㌶

輪
虫し
.、
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條
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安 井學 士(「踊扇 理論 と限界 生 産力 説」p.70以 下)に 於 て は、各 産業 の企業5)σ撒 を未 知鍛 とす る こと
に よ り、此 の問題 が謂 はは'riatUral に解 かれ てみ るo

私 の此 のPareo批 評 は、何 故 にか か る一般 蜘 鮮.方程 式組織 が 可能 な るか を

考 へ るこ とよ り得 られた ものであ る。 記 して、安i井壁土 に負 ふ ところを明か
に して置 く。


